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社
会
に
役
立
つ
投
資
の
代
表
格
が

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
だ
。
Ｅ
は
環
境
（
Ｅ
ｎ
ｖ

ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
、
Ｓ
は
社
会
（
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
）
、
Ｇ
は
企
業
統
治
（
Ｇ
ｏ

ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）
を
指
す
。
こ
の

３
つ
の
面
か
ら
投
資
対
象
を
評
価
し
、

優
れ
た
企
業
に
投
資
を
す
る
。

　

株
式
投
資
で
は
通
常
、
利
益
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
い
っ
た
財
務

情
報
を
手
が
か
り

に
成
長
銘
柄
を
判

断
す
る
。
た
だ
、
財

務
デ
ー
タ
が
表
す
の
は
、
過
去
の
成
績

で
し
か
な
い
と
い
う
見
方
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
優
れ
た

企
業
は
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
で
、
将
来
も
持
続
的
な
成
長
が
得
ら

れ
る
と
い
う
期
待
が
持
て
る
。
財
務
指

標
だ
け
に
着
目
し
た
投
資
方
法
よ
り

も
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
方
が
長
期
的
な
収

益
率
で
み
る
と
高
く
な
る
と
い
う
調

査
結
果
も
あ
る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
観
点
は
国
連
が
２
０
０
６

年
に
提
唱
し
た
責
任
投
資
原
則
（
Ｐ
Ｒ

Ｉ
）
の
考
え
方
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

こ
れ
が
急
速
に
広
ま
っ
た
背
景
に
は
、

世
界
の
機
関
投
資
家
が
賛
同
し
た
こ
と

が
あ
る
。

　

世
界
で
２
０
０
０
弱
の
機
関
投
資

家
が
Ｐ
Ｒ
Ｉ
に
署
名
し
、
そ
の
資
産
残

高
は
約
２
５
０
０
兆
円
に
上
る
。
日
本

で
も
、
１
６
０
兆
円
を
運
用
す
る
年
金

積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
Ｇ

Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
が
、
17
年

か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

に
１
・
５
兆
円
を

割
い
て
い
る
。

　

投
資
家
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
沿
っ
た
投
資
を

す
る
こ
と
で
、
企
業
行
動
に
も
変
化
が

表
れ
て
い
る
。
あ
る
企
業
は
気
候
変
動

を
助
長
す
る
石
炭
火
力
発
電
所
の
新
規

建
設
か
ら
撤
退
し
た
。
海
洋
汚
染
の
原

因
と
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策

に
本
腰
を
入
れ
る
動
き
も
相
次
ぐ
。
企

業
は
自
社
の
経
営
戦
略
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
概

念
を
取
り
入
れ
始
め
て
い
る
。

　

「
10
万
円
を
投
資
す
る
と
、
半
々
の

確
率
で
２
万
円
の
値
上
が
り
益
か
１

万
円
の
値
下
が
り
損
が
発
生
す
る
。

あ
な
た
は
ど
う
す
る
か
」

　

金
融
広
報
中
央
委
員
会
が
16
年
に

実
施
し
た
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
で

取
り
上
げ
た
質
問
で
あ
る
。
８
割
が

「
投
資
し
な
い
」
と
回
答
し
た
。

　

計
算
上
で
は
、
２
万
円×

０
・
５
＋

マ
イ
ナ
ス
１
万
円×

０
・
５
で
、
５
千

円
の
収
益
が
期
待
で
き
る
投
資
だ
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
投
資
し
な
い
の

は
、
損
失
を
回
避
し
た
い
と
い
う
欲
求

が
極
め
て
強
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
じ
調
査
で
は
、
欧
米
と
共
通
の

正
誤
問
題
も
質
問
し
て
い
る
。
そ
の

正
答
率
を
見
る
と
日
本
は
米
国
を

10
％
下
回
り
、
ド
イ
ツ
や
英
国
と
比

べ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
９
％
、
７
％
低

か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
官
民
を
挙
げ
た
金
融
教
育
へ
の

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
関
連

省
庁
や
業
界
団
体
な
ど
で
構
成
す
る

「
金
融
経
済
教
育
推
進
会
議
」
は
、
年

代
別
に
身
に
付
け
る
べ
き
内
容
を
載

せ
た
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
・
マ
ッ
プ
」

を
作
成
。
小
中
高
の
学
習
指
導
要
領

で
の
金
融
分
野
の
拡
充
も
要
望
し
て

い
る
。

　

日
本
証
券
業
協
会

や
東
京
証
券
取
引
所

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
教
育
者
向
け
の

支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
教
材
提
供
や

講
師
派
遣
に
応
じ
て
い
る
。
金
融
機
関

も
自
社
サ
イ
ト
で
の
情
報
提
供
を
充

実
し
た
り
、
動
画
共
有
サ
イ
ト
で
専
門

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
設
け
た
り
し
て
い
る
。

　

日
本
の
家
計
金
融
資
産
は
現
預
金

が
過
半
を
占
め
、
株
式
は
10
・
９
％
、

投
資
信
託
は
４
％
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ

に
対
し
米
国
は
株
式
36
・
２
％
、
投
信

11
・
８
％
、
欧
州
は
株
式
19
・
２
％
、
投

信
９
・
６
％
と
差
は
大
き
い
。
リ
ス
ク

資
産
の
理
解
が
ど
れ
だ
け
進
む
か
、
金

融
教
育
が
カ
ギ
を
握
る
。

　

今
や
人
生
１
０
０
年
時
代―

。
長

生
き
で
き
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
が
、
お
金
の
面
か
ら
は
リ
ス
ク
に
も

な
り
得
る
。

　

65
歳
か
ら
国
の
年
金
を
受
け
取

り
、
生
活
資
金
の
足
り
な
い
分
を
資

産
の
取
り
崩
し
で
賄
う
と
し
よ
う
。

こ
の
時
点
で
仮
に
退
職
金
２
０
０
０

万
円
が
丸
々
残
っ

て
い
た
と
し
て
、

年
に
１
０
０
万
円

ず
つ
取
り
崩
し
て
い
け
ば
、
20
年
で

底
を
つ
く
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
65
歳
時

点
の
男
性
の
平
均
余
命
は
19
・
57
歳
、

女
性
は
24
・
43
歳
。
男
性
は
老
後
資
金

が
２
０
０
０
万
円
あ
れ
ば
、
ぎ
り
ぎ

り
賄
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
女
性

は
足
り
な
く
な
る
。

　

し
か
も
、
平
均
余
命
は
20
年
前
と

比
べ
る
と
、
男
性
は
２
・
５
歳
、
女
性

は
２
・
７
歳
長
く
な
っ
て
い
る
。
今
は

十
分
な
金
額
に
思
え
て
も
、
長
生
き

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
老
後
資
金
が
枯

渇
す
る
恐
れ
が
で
て
く
る
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
一
つ
は
65
歳

を
過
ぎ
て
も
就
労
を
続
け
、
収
入
を
得

る
こ
と
だ
。
総
務
省
に
よ
る
と
、
65
歳

以
上
の
人
口
に
占
め
る
就
業
率
は
男

性
が
31
・
８
％
、
女
性
は
16
・
３
％
と

６
年
連
続
で
上
昇
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
お
金
に
も
働
い
て
も

ら
う
こ
と
だ
。
超
低
金
利
が
長
期
化
す

る
中
、
銀
行
預
金
だ
け
で
は
資
産
を
増

や
し
に
く
い
。
そ
こ
で
、
株
式
や
投
資

信
託
な
ど
に
投
資
す
る
。
そ
の
際
、
重

要
な
の
は
、
な
る
べ
く
リ
ス
ク
を
抑

え
、
安
定
運
用
を
心
が
け
る
こ
と
だ
。

　

２
０
０
０
万
円
の
老
後
資
金
を

年
１
０
０
万
円
ず
つ
取
り
崩
す
と

し
て
も
、
利
回
り
２
％
で
運
用
で
き

る
な
ら
、
資
金
が
底
を
つ
く
ま
で
に

か
か
る
年
数
は
25
年
に
延
び
る
。
利

回
り
が
３
％
な
ら
30
年
、
４
％
な
ら

40
年
に
な
る
。
１
％
の
違
い
が
資
産

の
寿
命
に
か
な
り
影
響
す
る
。
投
資

の
効
果
は
大
き
い
。

長
生
き
の
リ
ス
ク
和
ら
げ
る

リ
ス
ク
資
産
の
理
解
進
む
か

投
資
家
が
企
業
動
か
す

広
が
る
金
融
教
育

人
生
１
０
０
年
時
代

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

投資は社会に役立つもの

明日のあなたを
投資が支える
～広がる投資の新しい姿～

出典：PRINCIPLES FOR RESPONSIBLE INVESTMENT「Annual Report 2018」
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投
資
は
資
産
形
成
に
必
要
だ
と
思

い
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
投
資
に
踏

み
出
せ
て
い
な
い
人
が
多
い
。
金
融

庁
が
２
年
前
、
そ
の
理
由
を
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
た
と
こ
ろ
「
ま
と

ま
っ
た
資
金
が
な
い
か
ら
」
が
ト
ッ

プ
だ
っ
た
。

　

こ
の
調
査
で
は
「
有
価
証
券
を
ど

う
購
入
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い

か
ら
」「
取
引
を
行
う
時
間
的
な
余
裕

が
な
い
か
ら
」
と
い
う
回
答
も
あ
っ

た
。
同
庁
は
「
少
額
か
ら
で
き
る
積
み

立
て
投
資
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の

で
は
」
と
み
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
２
０
１
８
年
か
ら

積
み
立
て
型
の
少
額
投
資
非
課
税
制

度
（
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
が
始
ま
っ

た
。
年
間
の
投
資
上
限
を
40
万
円
と
す

る
一
方
、
非
課
税
期
間
を
最
長
20
年
に

延
ば
し
た
。
投
資
家
に
と
っ
て
は
、
個

人
型
確
定
拠
出
年
金
（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
＝

イ
デ
コ
）
と
並
び
、「
非
課
税
」「
長
期
」

「
少
額
積
み
立
て
」
が
可
能
な
運
用
の

器
を
手
に
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

元
手
が
な
く
て
も
、
毎
月
の
給
与

か
ら
数
万
円
ず
つ
積
み
立
て
れ
ば
い

い
。
例
え
ば
、
月
３
万
円
を
年
３
％
の

利
回
り
で
10
年
運
用
す
れ
ば
、
４
１

９
万
円
に
な
る
。
運
用
期
間
を
20
年

に
延
ば
す
と
９
８
５
万
円
と
、
ぐ
ん

と
膨
ら
む
。
長
く
運
用
で
き
る
若
い

層
に
向
く
。

　

毎
月
一
定
金
額
の
投
資
を
続
け
る

と
、
相
場
が
下
が
っ
た
と
き
に
は
多

く
買
い
、
上
が
っ
た
と
き
に
少
な
く

買
う
こ
と
で
、
購
入
単
価
を
自
動
的

に
引
き
下
げ
る
「
ド
ル
コ
ス
ト
平
均

法
」
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
長
期
投
資

に
ふ
さ
わ
し
い
投
資
信
託
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
初
心
者
も
商

品
を
選
び
や
す
い
。
こ
つ
こ
つ
投
資

に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

　

「
忙
し
く
て
、
投
資
に
充
て
る
時
間

が
な
い
」「
投
資
に
不
慣
れ
な
の
で
、

運
用
を
任
せ
た
い
」―

。
こ
ん
な

ニ
ー
ズ
に
合
う
の
が
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
だ
。

　

ロ
ボ
ア
ド
が
運
用
す
る
資
産
残
高

は
、
米
国
で
は
約
30
兆
円
に
達
す
る
と

さ
れ
る
。
国
内
で
も
証
券
会
社
や
銀
行

な
ど
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
20
〜
40
代

の
現
役
世
代
を
利
用
者
と
し
て
想
定

し
て
い
る
。

　

ア
ド
バ
イ
ス
の
中
核
と
な
る
の
は

資
産
配
分
比
率
だ
。
リ
ス
ク
の
高
い
株

式
と
低
リ
ス
ク
の
債
券
の
組
み
合
わ

せ
方
次
第
で
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
全
体

の
リ
ス
ク
が
決
ま
っ
て
く
る
。

　

利
用
者
の
リ
ス
ク
許
容
度
を
知
る

た
め
、
ロ
ボ
ア
ド
は
い
く
つ
か
の
質
問

を
す
る
。
年
齢
や
年
収
、
金
融
資
産
保

有
額
な
ど
の
ほ
か
、「
株
価
が
１
カ
月

に
20
％
下
落
し
た
ら
ど
う
行
動
す
る
」

と
い
っ
た
こ
と
ま
で
尋
ね
て
く
る
。

　

損
失
が
膨
ら
む
場
面
を
想
定
し
、
利

用
者
が
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
か
を

見
極
め
る
。
そ
の
上

で
株
式
や
外
貨
資
産

に
多
め
に
配
分
す
る

積
極
運
用
や
、
債
券
主
体
の
安
定
運
用

な
ど
を
個
々
に
提
案
す
る
。
各
社
に

は
、
リ
ス
ク
度
合
い
に
応
じ
て
５
種
類

程
度
の
モ
デ
ル
配
分
が
あ
る
。

　

ロ
ボ
ア
ド
は
投
資
一
任
型
と
ア
ド

バ
イ
ス
型
の
２
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一
任

型
は
投
資
信
託
や
上
場
投
資
信
託
（
Ｅ

Ｔ
Ｆ
）
な
ど
の
買
い
付
け
ま
で
行
う
。

相
場
が
動
い
て
資
産
配
分
が
変
わ
っ

た
ら
、
自
動
調
整
す
る
リ
バ
ラ
ン
ス
機

能
も
備
わ
る
。
手
数
料
率
は
通
常
、
資

産
残
高
の
１
％
前
後
で
、
数
千
円
か
ら

始
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

一
方
、
ア
ド
バ
イ
ス
型
は
商
品
の

売
買
は
し
な
い
。
資
産
配
分
の
提
案

だ
け
な
ら
手
数
料
は
無
料
。
運
営
会

社
は
お
薦
め
の
商
品
を
提
示
し
て
く

る
。
利
用
者
は
運
用
内
容
や
信
託
報

酬
な
ど
の
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
上
で

商
品
を
選
ぶ
。

　

金
融
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
融
合
さ

せ
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
が
、
個
人
の
資
産

運
用
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
手

金
融
機
関
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
勢
が
合
従
連

衡
し
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
に
照
準
を
当
て
、「
も
っ
と
手
軽
に
、

も
っ
と
便
利
に
」
を
合
言
葉
に
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
競
い
合
う
。

　

総
務
省
の
情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
の

利
用
時
間
と

情
報
行
動
に

関
す
る
調
査

に
よ
る
と
、
17
年
の
全
世
代
の
休
日

１
日
の
平
均
モ
バ
イ
ル
利
用
時
間
は

88
・
６
分
。
パ
ソ
コ
ン
の
実
に
３
倍
強

の
長
さ
と
な
る
。

　

年
代
別
に
み
る
と
20
代
の
モ
バ
イ
ル

利
用
時
間
が
長
い
。
平
日
平
均
１
１
４
・

７
分
、
休
日
は
１
７
９
・
８
分
。
金
融
取
引

で
若
年
層
を
取
り
込
む
に
は
、
ス
マ
ホ
が

主
舞
台
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

ス
マ
ホ
の
画
面
を
３
回
タ
ッ
チ
す
れ

ば
、
取
引
が
完
了
す
る
。
こ
ん
な
簡
単
操

作
を
売
り
物
に
、
新
し
い
証
券
会
社
が

口
座
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。
投
資
先
を

「
日
米
そ
れ
ぞ
れ
で
誰
も
が
知
っ
て
い

る
30
銘
柄
」
に
絞
り
、
１
０
０
０
円
か
ら

投
資
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

若
年
層
の
顧
客
開
拓
を
狙
っ
て
、
大

手
金
融
機
関
も
動
き
出
し
て
い
る
。
野

村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
対
話
ア
プ

リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
共
同
で
証
券
事
業

を
展
開
す
る
。
野
村
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

ユ
ー
ザ
ー
に
資
産
運
用
の
手
段
を
提

供
す
る
。

　

大
和
証
券

グ
ル
ー
プ
本

社
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
組
ん
で
、
資
産
運
用

事
業
を
展
開
す
る
。
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
２
５

０
０
万
人
に
上
る
顧
客
デ
ー
タ
を
活

用
、
投
資
信
託
の
申
し
込
み
か
ら
運
用

成
績
の
確
認
ま
で
ス
マ
ホ
で
操
作
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

　

今
や
誰
も
が
持
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
。

１
台
で
投
資
情
報
の
収
集
か
ら
商
品
の

売
買
ま
で
済
ま
せ
る―

。
そ
ん
な
モ

バ
イ
ル
投
資
時
代
が
訪
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

運
用
は
気
長
に
こ
つ
こ
つ
と

若
年
層
の
取
り
込
み
に
意
欲

長
期
・
積
立
商
品
の
拡
充

ス
マ
ホ
１
台
で
Ｏ
Ｋ

個
々
人
に
合
う
運
用
を
提
案

ロ
ボ
ア
ド
に
お
任
せ

投資を、もっと手軽に、もっと便利に

　投資にはこうあってほしいという私たちの願いを

かなえる力がある。人生１００年時代を支えてくれる

投資がある。地球環境や社会の在り方を変える投

資がある。投資のこんな役割が再認識され、若いと

きから考え方を学ぼうとする動きが活発だ。新しい

投資家層が増えるにつれ、より手軽に、より便利に

投資を始められるスタイルも続々登場している。

実現投資で

いま、考える
賢い資産形成


